
■チラシ・フライヤー：A3_2つ折り_横
( 紙のサイズ420×297mm 仕上がりサイズ297×210mm )

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より、色つきのガイド線を消してから変換してください
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精神障害のある人の
配偶者・パートナー、きょうだい、子どものための

学習交流会
精神に障害のあるご家族を支えるという日々は、理解されにくさや、孤独感を伴うこともあるかもしれません。
とくに「親」ではなく、「配偶者・パートナー」「きょうだい」「子ども」の立場では、悩みを共有できる場が少ないと
感じる方も多いようです。

この時間は、そんなみなさんが安心して話せる場所、そして知識や経験を学び合える場としてひらきます。
「こんなときどうすれば？」「私だけ？」と感じたその思いを、誰かとわかちあうことから始めてみませんか？
支援に関わる方や、家族支援に関心のある方のご参加もお待ちしています。

学習会テーマ
開催日 講師 講演内容

2025/10/25(土) 赤岩 綾 氏 きょうだいの立場から、当事者の親なき後を考える
2025/11/15(土) 北野 誠一 氏 精神障害のある人のきょうだいが抱えている問題と求める支援
2025/12/14(日) 佐藤 純 氏 精神に「障害」のある人のいろいろな立場の家族支援のこれから
2026/01/17(土) 平井 登威 氏 精神障害のある人の子どもの立場が抱えている問題と必要な支援
2026/02/01(日) 前田 直 氏 精神障害のある人の配偶者・パートナーが抱えている問題と求める支援

■時 間 開場 13:30～ / 学習交流会 14:00～16:30

■対 象 精神障害のある人の配偶者・パートナー、きょうだい、子どもの立場の家族
そうした家族の支援に関心のある人

■定 員 50名 ■参加費 無料

■内 容 第1部：学習会 それぞれの立場の当事者や支援者からの情報提供
第2部：交流会 それぞれの立場でグループに分かれて交流

■申 込 二次元バーコードまたはFAXでお申込みください。
お申込みをもって受付とさせていただきます。参加票等の発送はいたしません。
※定員を超える場合は連絡させていただきます。

■その他 ・本学習交流会は、大阪府福祉基金地域福祉振興助成金から助成を受けて実施します。
・朝８時の時点で大阪市に警報が発令された場合は、中止といたします。

＊情報保障として、文字通訳（字幕）を提供します。
＊保育サービスあります。（※定員５名、要事前申し込み）

当日は、

～だいかれん“輪をひろげる”プロジェクト～

主催：公益社団法人 大阪府精神障害者家族会連合会（大家連：だいかれん）
〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-1-18 大阪市教育会館４階

TEL：06-6941-5797 FAX：06-6945-6135
Eメール：info@daikaren.org ホームページ：https://daikaren.org/

以下の必要事項を記入のうえ、このチラシをFAXで送付してください。

FAX宛先：０６-６９４５-６１３５

★ご住所：

★電話番号：

メールアドレス：

★お立場： □配偶者・パートナー □きょうだい □子ども □支援者
□その他（ ）

参加希望回にチェック✓を入れてください。（複数選択可能）

実施日：2025/10/25(土) 講師：赤岩 綾 氏
□ きょうだいの立場から、当事者の親なき後を考える

締め切り：2025/10/18(土)

実施日：2025/11/15(土) 講師：北野 誠一 氏
□ 精神障害のある人のきょうだいが抱えている問題と求める支援

締め切り：2025/11/08(土)

実施日：2025/12/14(日) 講師：佐藤 純 氏
□ 精神に「障害」のある人のいろいろな立場の家族支援のこれから

締め切り：2025/12/07(日)

実施日：2026/01/17(土) 講師：平井 登威 氏
□ 精神障害のある人の子どもの立場が抱えている問題と必要な支援

締め切り：2026/01/10(土)

実施日：2026/02/01(日) 講師：前田 直 氏
□ 精神障害のある人の配偶者・パートナーが抱えている問題と求める支援

締め切り：2026/01/25(日)

□ 保育の希望あり（人数： 年齢： ）

※定員：５名、対象児童年齢：３か月～未就学児まで
※保育サービスに関しては、後日担当者よりご連絡させていただきます。
※別途お送りします申し込み書の提出をお願いします。
その他、配慮事項がございましたらご記入ください。

★マークがついている「お名前」・「ご住所」・「電話番号」・「お立場」は記入必須項目です。

★お名前：

表紙１表紙４
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【第１回】
きょうだいの立場から、当事者の親なき後を考える

2025/10/25(土)

講師：赤岩 綾 氏
一般社団法人 まめの会 社会福祉士事務所こまめ 代表

13歳の時に高校生の次兄が精神疾患を発症、以来ずっと「きょうだい」
本職は公認会計士、ふたつの福祉士資格は50歳を過ぎてから取得
NPO法人Salut（就労継続支援B型事業所）監事
京家連 理事

お申し込みは、こちらの二次元バーコードから
締め切り：2025/10/18(土)

学習会テーマ 2025

【第２回】
精神障害のある人のきょうだいが抱えている問題と求める支援

2025/11/15(土)

講師：北野 誠一 氏
西宮市社協共生のまちづくり研究研修所 所長

元大阪市内の貧困家庭児で、一応男性で、36歳まで障害児支援現場の
職員で、59歳まで、桃山学院大学・東洋大学の教員で、64歳まで
パーキンソンの母を支援し、現在75歳で、妻と2人の子と精神障害の弟持ちで、
高血圧・尿路結石・痛風・血腫・腰痛等の慢性疾患を有しています。

お申し込みは、こちらの二次元バーコードから
締め切り：2025/11/08(土)

【第３回】
精神に「障害」のある人のいろいろな立場の家族支援のこれから

2025/12/14(日)

講師：佐藤 純 氏
Cafsきょうと（Carer and family support きょうと）代表
一般社団法人 ジャパンファミリーワークプロジェクト 代表理事
公益社団法人 京都精神保健福祉推進家族会連合会 理事
京都ノートルダム女子大学 客員教授

1988年6月より京都府の精神保健福祉相談員として精神保健福祉
センター・保健所に勤務。2006年4月より京都ノートルダム女子大学教員
として精神保健福祉士養成を担当。2025年4月よりCafsきょうと（Carer and 
family support きょうと）開設

お申し込みは、こちらの二次元バーコードから
締め切り：2025/12/07(日)

【第４回】
精神障害のある人の子どもの立場が抱えている問題と必要な支援
2026/01/17(土)

講師：平井 登威 氏
NPO法人 CoCoTELI 理事長
関西大学 4年生

2001年8月静岡県浜松市生まれ、関西大学4年生。
幼稚園年長時に父親がうつ病になり、名前のつかない困難や虐待、情緒的ケアを
経験。ForbesJAPAN 30 UNDER 30 2024に選出。

お申し込みは、こちらの二次元バーコードから
締め切り：2026/01/10(土)

【第５回】
精神障害のある人の配偶者・パートナーが抱えている問題と求める支援

2026/02/01(日)

講師：前田 直 氏
医療法人社団積信会 長谷川病院
精神に障害がある人の配偶者・パートナーの支援を考える会 代表

北里大学医療衛生学部卒業後、杏林大学医学部付属病院リハビリテーション科、
杏林大学保健学部作業療法学科を経て現職。主な研究テーマは精神に障害を
持つ人の配偶者への支援、精神疾患を持つ人の身体機能への介入。

お申し込みは、こちらの二次元バーコードから
締め切り：2026/01/25(日)

学習会テーマ 2026

■住所
〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-1-38

■最寄り駅 ※各駅より徒歩約10分
・地下鉄谷町線、中央線
「谷町四丁目」駅 10番出口

・地下鉄長堀鶴見緑地線、中央線
「森ノ宮」駅 2番出口

・JR環状線「森ノ宮」駅

■駐車場、駐輪場
・時間貸し駐車場完備
・駐輪場（バイク含む）は月極の利用のみ

会場：大阪市教育会館東館
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実施日：2026/01/17(土) 講師：平井 登威 氏
□ 精神障害のある人の子どもの立場が抱えている問題と必要な支援

締め切り：2026/01/10(土)

実施日：2026/02/01(日) 講師：前田 直 氏
□ 精神障害のある人の配偶者・パートナーが抱えている問題と求める支援

締め切り：2026/01/25(日)

□ 保育の希望あり（人数： 年齢： ）

※定員：５名、対象児童年齢：３か月～未就学児まで
※保育サービスに関しては、後日担当者よりご連絡させていただきます。
※別途お送りします申し込み書の提出をお願いします。
その他、配慮事項がございましたらご記入ください。

★マークがついている「お名前」・「ご住所」・「電話番号」・「お立場」は記入必須項目です。

★お名前：

表紙１表紙４


